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島根県 / 静間川
しずまがわ

Pro� le

　
経
緯
・
目
的

ア
ユ
が
遡
っ
て
こ
な
い

静
間
川
は
、
国
立
公
園
「
三
瓶
山
」
や
世
界

遺
産
「
石
見
銀
山
」
の
地
域
を
水
源
と
す
る
延

長
約
20
㎞
の
大
田
市
を
貫
流
す
る
二
級
河
川
で

す
。
漁
協
は
な
い
も
の
の
、
多
く
の
生
き
物
が

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
ア
ユ
が
激
減
し

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
た
か
は
し
河
川
生
物
調
査
研
究
所

（
代
表
高
橋
勇
夫
氏
）
の
協
力
を
あ
お
ぎ
、
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
多
数
あ
る
河
川
内
の
構

造
物
が
、
ア
ユ
の
遡
上
を
阻
害
し
て
お
り
、
中

で
も
中
流
域
に
あ
る
農
業
用
取
水
堰（
和
田
堰
）

が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

多
く
の
協
力
者
と
と
も
に

第
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
和
田
堰
と
し
、
既
設

の
旧
式
魚
道
の
改
良
を
め
ざ
し
、
関
係
者
と
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
堰
は
、
県
（
河
川
管
理
者
）、
市
（
所

有
者
）、
用
水
組
合
（
管
理
・
利
用
）
と
関
係

者
が
絡
み
合
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
丁
寧
に
説
明

し
、
関
係
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
理
解
を
得

ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用

当
時
は
珍
し
か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

資
金
集
め
の
手
法
で
あ
る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
を
活
用
し
、多
く
の
賛
同
を
得
て
、

目
標
の
資
金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活
動
の
な
が
れ

旧
式
魚
道
を

「
水
辺
の
こ
わ
ざ
」
で
改
良
〜

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

【河川名】
静間川水系静間川　
【執筆者】
森山俊信（NPO法人 緑と水の連絡
会議　水辺担当）

2012.9

ア
ユ
の
生
息
状
況
調
査
を
毎
年
実
施

2015.7

魚
道
改
良
を
具
体
的
に
検
討

2016.4

通
水
・
運
用
開
始

2016.5-

観
察
会
の
実
施
、
調
査
継
続

2015.9

県
・
市
・
用
水
組
合
等
の
関
係
者
と

協
議
し
理
解
を
得
る

2015.11

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
施

（
翌
年
１
月
に
成
立
）

2016.1

資
材
と
な
る
石
集
め
、

現
地
で
の
改
良
作
業

島根県大田市

中上流域でのアユの生息が激減。そこで、機能していなかった
中流に位置する、旧タイプの魚道を、地元ＮＰＯ法人が主体となり、
改良工事を行いました。クラウドファンディングを活用することで、
その輪が大きく広がりました。

実施体制・スキーム

■事業主体は、ＮＰＯ法人緑と水
の連絡会議。造園業や建築業のメ
ンバーが在籍。

■河川管理者（県）への手続きは、
構造物所有者（市）から行っても
らうことで、円滑に進みました。

■技術面については、たかはし河
川生物調査事務所の指導を受けま
した。また、必要な資材の数量計
算等については、地元のコンサル
タント（(株 )大隆設計）が協力
してくれました。

たかはし河川生物調査事務所の支
援を受け、継続的に調査を実施施工中の様子施工後の様子

クラウドファンディング達成

申請

協議

指導

説明

協力

河川管理者（島根県）

NPO法人緑と水の連絡会議（実施主体）

施設所有者（大田市）

たかはし河川生物調査事務所

施設使用者（用水組合）

コンサルタント
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効
果
（
一
次
効
果
・
二
次
効
果
）

■
改
良
後
、
そ
の
上
流
域
で
も
少
数
で
す
が
ア

ユ
の
生
息
が
再
び
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。ア
ユ
を
は
じ
め
と
し
た
川
の
生
き
物
の
、

生
息
範
囲
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

■
民
間
団
体
が
主
体
と
な
っ
た
魚
道
整
備
の
手

法
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
的
な
ケ
ー
ス
と
な
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
頂
い
た
こ
と

で
、
多
く
の
人
、
河
川
環
境
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
観
察
会
な
ど
で
小
学
生
の
学
び
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

 

施
工
後
の
維
持
管
理
や

　
利
活
用
の
工
夫

地
元
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
よ
る

デ
ザ
イ
ン
の
看
板
設
置

　
わ
か
り
や
す
く
、
多
く
の
人
に
趣
旨
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に

依
頼
し
ポ
ッ
プ
な
看
板
を
作
成
し
、
隣
接
す
る

揚
水
ポ
ン
プ
小
屋
の
壁
面
に
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
返
礼
と

し
て
は
、
ア
ユ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
似
顔
絵
ア

イ
コ
ン
や
缶
バ
ッ
ジ
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　工法の説明・工夫した点

「水辺のこわざ」を準用して
既存の旧式魚道はそのままに、型枠などは用いずに、コンクリートや石をそのまま設置し、工法的に簡易に改良を行い、
費用面も抑えることができました。

A

3.08ｍ

取水口

（最上段の堰板除去）

転倒ゲート

既設隔壁

2.00ｍ

コンクリート斜路

（勾配1/2~1/3）

練り石積み隔壁

堰板

A'

Ｂ

Ｂ'

C

C'

主流路

主な遡上ルート

練り石積み隔壁

玉石径10-30cm

練り石積み隔壁

流向

AA--AA''  断断面面

既設隔壁

練り石積み隔壁練り石積み隔壁

練り石積み隔壁のイメージ

BB--BB''   断断面面

練り石積み隔壁

CC--CC''  断断面面

堰板

コンクリート斜路

（勾配1/2~1/3）

　
使
用
材
料
・
工
具
・
造
り
方

■
資
材
と
な
る
石
に
つ
い
て
は
、
老
若
男
女
、

中
に
は
３
世
代
で
参
加
す
る
中
で
、
県
に
許
可

を
得
て
上
流
部
で
集
め
ま
し
た
。

■
単
に
資
材
費
の
節
約
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

人
が
参
加
す
る
こ
と
で
機
運
醸
成
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

和田さんは、ＮＰＯの事務局長。環境系活動の現場回
しも経験豊富。県への申請から、協力者集め、原材料
や重機の手配まで、大活躍でした。
今井さんは、ＩターンでＮＰＯのメンバーに。クラウ
ドワンディングの活用も、若い彼の発案です。資金集
めはもとより、取り組みの輪が広がったのは、彼の力
が大きく、今回の取り組みの一番の立役者です。

和田 譲二さん　
ＮＰＯ法人 緑と水の連絡会議今井 祥紀さん　

アユの生息状況の調査結果

平面図 横断のイメージ

作業中の様子 老若男女で力を合わせて資材となる石集め魚道の観察会を定期的に開催

現場のキーパーソン


